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ベトナム・カンボジアへの旅 日
本
旅
館
国
際
女
将
会

成
長
す
る
２
国
の
現
状
を
見
る

日
本
旅
館
国
際
女
将
会

「日越大学」ハノイに開学

参
加
者（
敬
称
略
）

ベ
ト
ナ
ム

豊
富
な
資
源
生
か
し

観
光
開
発
が
進
む

カ
ン
ボ
ジ
ア

観
光
の
中
核
を
担
う

二
つ
の
世
界
遺
産

（６）第２８６６号 第３種郵便物認可 ２０１６年（平成２８年）１０月２２日（土曜日）

ハノイ市観光局を表敬訪問する日本旅館国際女将会の一行

ハノイ市観光局のチャン・ドク・ハイ副局長（左から２
番目）ら

世界遺産のアンコールワット

アンコールワットの前で

アンコールトム

ハノイ近郊のタムコック川（川下り）

ハノイ・ホアンキエム湖

　
日
本
旅
館
国
際
女
将
会
は
１
９
９
５

年
、
政
府
の
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
呼
応
し
、
観
光
政
策

支
援
、
業
界
貢
献
へ
の
一
つ
と
し
て
、

「
旅
館
と
女
将
を
国
際
語
に
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
女
将
が
自
ら
国
際
体
験
を

し
て
旅
館
内
部
か
ら
国
際
化
を
図
る
こ

と
、
併
せ
て
日
本
の
伝
統
的
な
旅
館
の

料
理
、
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
紹
介

し
て
訪
日
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
立
、
「
旅
館
と
ホ
テ
ル
文
化
の
国
際

交
流
シ
リ
ー
ズ
」
を
開
始
し
た
。

　
１
９
９
５
～
２
０
０
９
年
の

年
間

で

カ
国

都
市
を
訪
問
、
観
光
行
政

関
係
機
関
と
の
公
式
行
事
を

都
市
で

開
催
。
参
加
者
累
計
２
７
３
人
、
現
地

関
係
者
招
待
数
１
２
０
０
人
、
メ
デ
ィ

ア
掲
載
約
１
５
０
点
、
取
材
出
演
テ
レ

ビ

局
な
ど
の
実
績
を
残
し
た
。

　
ま
た
、
２
０
１
０
～
２
０
１
５
年
の

５
年
間
は
「
世
界
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

体
験
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
６
カ
国

都

市
を
訪
問
。
参
加
者
は
累
計

人
。
世

界
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
体
験
に
加
え
、

観
光
行
政
機
関
の
表
敬
訪
問
、
記
念
植

樹
を
行
っ
て
い
る
。

「日越大学」開学式式典

宿泊施設も整っている（アンコール
ワット）

　
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
が
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進
め
て
き

た
「
日
越
大
学
」
の
開
学
式
式

典
が
９
月
９
日
、
ベ
ト
ナ
ム
国

家
大
学
ハ
ノ
イ
校
、
グ
エ
ン
バ

ン
ダ
オ
講
堂
で
開
か
れ
た
。

　
二
階
俊
博
衆
院
議
員
ら
自
民

党
訪
越
団
を
は
じ
め
、
両
国
政

府
関
係
者
、
大
学
関
係
者
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係
者
な
ど
約
４
０
０

人
が
出
席
し
た
。
観
光
経
済
新

聞
社
積
田
社
長
、
日
本
ホ
テ
ル

教
育
セ
ン
タ
ー
石
塚
理
事
長
、

黒
沢
由
美
子
理
事
長
補
佐
の
３

人
も
参
加
し
た
。

　
日
越
大
学
は
ベ
ト
ナ
ム
国
家

大
学
ハ
ノ
イ
校
を
構
成
す
る
７

番
目
の
大
学
と
し
て
２
０
１
４

年
７
月
に
設
立
さ
れ
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
の
政
府
や
産
業

界
、
日
系
企
業
で
活
躍
す
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
、
大
学
院

修
士
課
程
６
コ
ー
ス
、
院
生


人
で
ス
タ
ー
ト
。
２
０
２
０
年

に
は
大
学
の
教
育
も
始
め
る
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
や
、
教

員
お
よ
び
学
生
の
派
遣
、
交
流

で
日
本
の
政
府
、
大
学
が
協
力

す
る
見
通
し
だ
。

女将会の出席者

　
長
坂
正
恵
（
下
呂
観
光
ホ

テ
ル
、
し
ょ
う
げ
つ
）
、
岡

崎
純
子（
深
山
荘
高
見
屋
）、

小
口
潔
子（
四
季
彩
一
力
）、

須
賀
紀
子
（
登
別
温
泉
滝
乃

家
）
、
河
野
暢
子
（
富
士
野

屋
夕
亭
）
上
口
和
子
（
か
よ

う
亭
）
、
立
石
恵
津
子
（
か

よ
う
亭
）
、
山
本
未
姫
（
黒

船
ホ
テ
ル
）
、
積
田
朋
子

（
観
光
経
済
新
聞
社
）
、
石

塚
勉
（
日
本
ホ
テ
ル
教
育
セ

ン
タ
ー
）
、
黒
沢
由
美
子

（
日
本
ホ
テ
ル
教
育
セ
ン
タ

ー
）

　
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ

プ
を
訪
問
。
ハ
ノ
イ
で
は
同

市
観
光
局
の
表
敬
訪
問
と
ホ

ー
チ
ミ
ン
廟
、
文
廟
、
ホ
ア

ン
キ
エ
ム
湖
、
玉
山
祠
、
一

柱
寺
、
旧
市
街
の
視
察
。
シ

ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
で
は
ア
ン
コ

ー
ル
ト
ム
・
ア
ン
コ
ー
ル
ワ

ッ
ト
遺
跡
群
、
ト
ン
レ
サ
ッ

プ
湖
（
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
）
、

水
上
居
住
地
区
、
オ
ー
ル
ド

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
視
察
し
た
。

　
ハ
ノ
イ
市
観
光
局
の
表
敬

訪
問
で
は
８
氏
（
チ
ャ
ン
・

ド
ク
・
ハ
イ
副
局
長
、
ド
ァ

ン
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ン
副
局
長
、

フ
ァ
ン
・
フ
ィ
・
ク
ォ
ン
宿

泊
施
設
管
理
部
長
、
フ
ァ
ム

・
ド
ク
・
チ
ン
検
査
副
官
、

グ
エ
ン
・
フ
ゥ
・
ベ
ト
旅
行

管
理
副
部
長
、
グ
エ
ン
・
ズ

ィ
ウ
・
リ
ン
企
画
調
査
・
研

究
開
発
副
部
長
、
ブ
・
ホ
ン

・
ブ
ァ
ン
宿
泊
施
設
管
理
専

門
官
、
ド
ン
・
ゴ
ク
・
ト
ィ

ウ
宿
泊
施
設
管
理
専
門
官
）

と
面
会
。
意
見
交
換
、
土
産

交
換
を
行
っ
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
は
１
９
４
５
年

に
独
立
し
た
社
会
主
義
国
家

で
、
人
口
約
９
１
６
８
万
人

（
２
０
１
５
年
）
。
１
９
８

６
年
に
市
場
経
済
を
導
入
し

て
以
来
、
都
市
部
を
中
心
に

急
速
な
経
済
成
長
を
遂
げ
て

き
た
。

　
し
か
し
一
方
で
は
地
方
部

と
の
経
済
格
差
が
広
が
り
、

そ
の
格
差
是
正
や
地
方
経
済

の
活
性
化
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
対
策
と
し
て

海
外
か
ら
の
支
援
を
得
て
、

豊
富
な
文
化
遺
産
や
自
然
な

ど
の
資
源
を
生
か
し
た
観
光

開
発
を
進
め
て
い
る
。

　
外
国
人
旅
行
者
は
中
国
、

韓
国
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
台
湾
、
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
か
ら
約
７
８

７
万
人
（
２
０
１
４
年
）
。

２
０
２
０
年
に
は
１
５
０
０

万
人
に
引
き
上
げ
る
目
標

だ
。
こ
の
う
ち
日
本
人
旅
行

者
は
約

万
人
（
２
０
１
５

年
）
で
、
同
国
で
は
１
０
０

万
人
の
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。

　
日
本
に
対
し
て
は
、
ツ
ー

リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン

へ
の
出
展
、
交
流
促
進
会
議

の
開
催
な
ど
、
誘
致
に
向
け

て
積
極
的
に
動
い
て
い
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
の
首
都
ハ
ノ
イ

市
は
人
口
約
３
１
６
万
人

（
２
０
１
５
年
）
。
市
内
に

は
歴
史
的
建
造
物
が
５
１
７

５
カ
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
１

０
５
０
カ
所
が
国
家
遺
産
認

定
。タ
ン
ロ
ン
遺
跡
、文
廟
、

ゾ
ン
祭
な
ど
の
遺
跡
は
ユ
ネ

ス
コ
登
録
の
国
際
文
化
遺
産

だ
。

　
ま
た
絹
織
物
の
バ
ン
フ
ッ

ク
、
陶
器
の
バ
ッ
チ
ャ
ン
、

刺
繍
の
ク
ア
ッ
ト
ド
ン
な
ど

の
工
芸
村
、
さ
ら
に
ホ
ア
ン

キ
エ
ム
湖
、
ホ
タ
イ
湖
、
ス

イ
ハ
イ
湖
な
ど
の
多
彩
な
自

然
を
有
し
て
い
る
。

　
メ
コ
ン
デ
ル
タ
、
フ
エ
、

ダ
ナ
ン
、
ク
ア
ン
ニ
ン
、
ハ

イ
フ
ォ
ン
な
ど
他
地
区
と
の

連
携
も
進
め
、
発
展
に
向
け

て
努
め
て
い
る
。

　
外
国
人
旅
行
者
は
約
２
５

０
万
人
、
う
ち
日
本
人
旅
行

者
は
約

万
人
。
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、
同
市
で
は


万
人
の
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
人
口
１
５

１
３
万
人
を
有
す
る
立
憲
君

主
制
国
家
で
、
１
９
９
３
年

に
現
体
制
が
成
立
。
農
業
、

縫
製
業
、
観
光
業
が
三
大
産

業
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
観

光
業
の
比
率
は

％
以
上
。

政
府
は
サ
ー
ビ
ス
業
、
イ
ン

フ
ラ
、
資
源
保
護
に
積
極
的

に
多
額
の
投
資
を
行
っ
て
い

る
。

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
国
際
空
港
の

設
備
拡
大
や
名
所
へ
の
道
の

り
の
整
備
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ

が
大
き
く
改
善
。
観
光
業
の

成
長
を
促
し
て
い
る
。

　
同
国
観
光
の
中
核
を
担
う

の
が
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
市
近

郊
に
あ
る
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ

ッ
ト
と
ア
ン
コ
ー
ル
・
ト
ム
。

ユ
ネ
ス
コ
に
登
録
さ
れ
た
二

つ
の
世
界
遺
産
だ
。

　
２
０
１
１
年
か
ら
３
年
連

続
で
日
本
人
に
人
気
の
観
光

地
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
の
座
に

あ
っ
た
。

　
現
地
で
は
二
つ
の
世
界
遺

産
に
依
存
し
過
ぎ
と
の
声
も

あ
る
が
、
ホ
テ
ル
業
、
飲
食

業
、
土
産
販
売
業
な
ど
へ
の

従
事
者
は
住
民
の
約

％
に

も
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
、
二
つ

の
世
界
遺
産
を
中
心
と
す
る

観
光
が
大
き
な
経
済
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
る
。

　
将
来
的
に
は
二
つ
の
世
界

遺
産
を
核
と
し
な
が
ら
も
、

国
の
多
方
面
へ
の
観
光
客
誘

致
を
目
指
し
て
い
る
。
観
光

庁
は
２
０
２
０
年
に
自
国
を

訪
れ
る
旅
行
者
数
が
７
５
０

万
人
に
達
す
る
見
込
み
と
発

表
し
て
い
る
。

　
日
本
旅
館
国
際
女
将
会
（
長
坂
正
恵
会
長
）
は
９
月
８
日
か
ら

日
ま
で
、
観
光

経
済
新
聞
社
（
積
田
朋
子
社
長
）
と
一
般
財
団
法
人
日
本
ホ
テ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー

（
石
塚
勉
理
事
長
）の
支
援
の
も
と
、ベ
ト
ナ
ム
、カ
ン
ボ
ジ
ア
両
国
を
訪
問
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
「
旅
館
と
ホ
テ
ル
文
化
の
国
際
交
流
シ
リ
ー
ズ
」
（
１
～

回
）
、

「
世
界
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
体
験
シ
リ
ー
ズ
」
（
１
～
５
回
）
に
続
く
、
「
海
外
視

察
研
修
旅
行
シ
リ
ー
ズ
」の
１
回
目
と
し
て
実
施
。昨
年
、会
発
足

周
年
を
迎
え
、

事
務
局
体
制
を
一
新
し
た
の
に
伴
い
、
視
察
・
研
修
の
意
味
を
強
め
、
名
称
を
改
め

た
。


